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　印西市のマイナースポットを発掘したい!そんな思いから地
図を開いてみると、ある場所を発見。印西市竹袋“ふれあいの
小径”……?これは確かめに行くしかない!
　“ふれあいの小径”は200メートルほどの短い散歩道。事前情
報によれば、竹袋稲荷神社から出発するルートがおすすめとの
こと。神社の専用駐車場に車を止め、赤い鳥居をくぐると、そ
こは青々と生い茂るコケが神秘的な空間でした。神社の歴史は
古く、「1288年、京都伏見稲荷神社より勧

か ん

請
じょう

された」との説明
も。あちこちに祭られたキツネの像や人形が癒しです。

　神社の本殿を右手に、奥へと進んでいくと、「ふれ
あいの小径」の看板が。見上げるほど高い木々に圧
倒されたり、高い声でさえずる鳥たちの声に癒され
たり、巨大なキノコの数々に興奮したり。葉の隙間
から差し込む木漏れ日は美しく、思いがけず感動的。
自然の世界にゆったりと身を委ねる心地よさを、皆
さんも味わってみてくださいね。

五感で感じる散歩道!
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▲中高生で演じられた天狐乱舞 ▲大蛇の舞

◀ 500年以上
続く伝統を
つなぎます

　新型コロナウイルスの影響で、今年
の奉納はありませんでしたが、例年浦
部鳥見神社で舞われる神楽です。
問生涯学習課文化係☎33-4714

　中根鳥見神社では、地元住民らの参加
で3年ぶりに神楽が奉納されました。
　演目は16座伝わるうち「かためみこ
の舞」「天狐乱舞」「五穀祖神種蒔」の3座
のみ上演。今年は後継者として、本埜中
学校2年の加藤結虎さんが無形民俗文化
財伝承書を手渡されました。
問生涯学習課文化係☎33-4714

浦部の神楽

中根鳥見神社の神楽

10月
第3日曜日

10月17日

県指定無形民俗文化財

県指定無形民俗文化財

　去る11月12日、秋晴れの下、千葉ニュータウン中央駅周辺で開催された
「イルミライ★INZAI点灯式イベント」には、多くの人出がありました。
　ステージイベントやキッチンカーも登場し、昼ごろからにぎわいを見せた会場。
点灯時間になると、板倉市長と5組15人の市民がスイッチを押し、一面が光に包まれま
した。来場者からは拍手が沸き起こり、冬の風物詩の幕開けを飾りました。
問経済振興課プロモーション推進室☎33-4477

イルミライ★INZAI点灯式イベント

11月12日


